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はじめに

本年報において，平成１１年度に実施した事業及び活動状況をまとめました。

各事業において一応の成果は得られていると感じていますが，中でも，縄文杉

の樹勢回復事業や雨量，水質調査は高い評価が得られたと満足しておりますし，

土面川の災害復旧事業等の治山事業は島民の方々の人命や生活基盤を守るため

に不可欠の事業と考えています。

また，各種事業を行うに当たっては，関係行政機関との連携・調整を行うと

ともに，大学等の試験研究機関のご指導も仰ぎながら，広く各層の皆様のご意

見も参考にして各種事業を推進したいと考えております。

最後に，各事業実施に当たりご支援ご協力頂きました関係各位に深くお礼申

し上げます。

平成１３年３月

屋久島森林環境保全センタ－所長

山部 正富



屋久島森林環境保全センタ－の概要について

１ 設置の目的

屋久島の国有林面積は約３８千ｈａで，島の９１％を占める総森林面積の約８４％を有しており，このうち

約１０千ｈａが世界自然遺産に登録されるなど極めて貴重な森林が多い。このため，九州森林管理局では，従

来から国有林の約４０％（１５千ｈａ）を森林生態系保護地域に指定するなどその保全に努めてきたところで

あるが，今後更に自然遺産の厳正な保護及びその周辺地域を含めた森林環境の適切な保全・利用に資するため

設置したものである。

２ 沿革等

明治１９年(1886) ５月 鹿児島大林区署宮之浦派出所設置

明治２４年(1891)１１月 屋久島小林区署と改称

大正１２年(1923) ６月 上屋久小林区署と下屋久小林区署に分割改組，翌年上屋久営林署に改称

平成 ４年(1992) ３月 屋久島森林生態系保護地域指定

平成 ５年(1993)１２月 世界遺産条約に基づく自然遺産として登録

平成 ７年(1995) ３月 下屋久営林署と統合・改組し，屋久島営林署と改称

屋久島森林環境保全センタ－を設置

平成１１年(1999) ３月 屋久島森林管理署と改称

３ 組織図

九州森林管理局

自然遺産保全調整官 屋久島森林管理署

屋久島森林環境保全センタ－

（所 長）

専門官 専門官 専門官 専門官 庶務主任官 所員

総合調整 森林生態系 治山担当 普及教育及

担当 保護担当 び森林空間

利用担当

４ 森林環境保全センタ－の主な業務

（１）自然遺産保護のための調査等に関する業務

森林総合研究所，林木育種センタ－，大学等学術研究機関と連携を図りつつ，世界遺産地域を含む森林生

態系保護地域等における自然環境の保護・保全及び調査，試験等を行う。

（２）治山事業に関する業務

国有林における森林の国土保全機能及び水源かん養機能等の高度発揮のための森林整備及び治山施設整備

の実行等を行う。

（３）森林教育等に関する業務

屋久島の森林生態，森林の役割，自然との共生のあり方等に関して，森林生態系保護地域(保全利用地区）

を活用した森林教育・普及啓発活動と屋久島自然休養林等の森林レクリエ－ション等への適正利用のための

施設の整備等を行う。

（４）その他屋久島の森林環境保全に必要な業務

入林者の指導，森林パトロ－ルなどを行う。



屋久島森林環境保全センターの主な業務

Ⅰ．森林生態系保護
世界自然遺産保全緊急対策事業 雨 量 観 測 水 質 調 査

縄文杉樹勢回復措置（編柵工）実施状況 大川林道雨量計(標高１,０２０ｍ) 林外雨採取装置

Ⅱ．治山事業
国 有 林 野 内 直 轄 治 山 災 害 関 連 緊 急 事 業

白谷地区（ストーンブロック） 永田地区（土面川谷止工）

Ⅲ．普及教育・森林空間利用等
森 林 教 室 森林空間利用(ヤクスギランド入口)

（森林環境整備推進協力金で施設の整備等を行っている）

身近な巨木巡り 観光客の利用状況



屋 久 島 国 有 林 の 概 要 に つ い て

１ 屋久島の面積

（単位：千ｈａ）
区 分 総 面 積 森 林 面 積

国有林面積 国有林比率

上屋久町 ２６.１ ２４.６ ２０.４ ８３ ％

屋 久 町 ２４.２ ２１.０ １８.０ ８６ ％

計 ５０.３ ４５.６ ３８.４ ８４ ％

資料：１ 総面積・森林面積は、平成１０年度鹿児島県林業統計より抜粋、口永良部島を除く。

２ 国有林の人工林、天然林別の面積内訳

（単位：千ｈａ）

人 工 林 天 然 林 そ の 他 計

(２２％) (７４％) (４％) (１００％)

８.６ ２８.５ １.３ ３８.４

３ 屋久島国有林の森林整備の推進方向

（単位：千ｈａ）
(割 合)

森林整備の推進方向 対 象 面 積 森 林 整 備 の 考 え 方

(３４.４％) 国土の保全、水資源のかん養機能の高度発揮のための、

水 土 保 全 林 １３.２ 森林整備を推進

(４３.２％) 森林生態系の保全や森林空間利用を重視した、森林施業

森林と人との共生林 １６.６ を推進

(２２.４％) 公益的機能の発揮に配慮しつつ、効率的な木材生産を推

資源の循環利用林 ８.６ 進

( １００％)

計 ３８.４

４ 国有林の公益的機能高度発揮林分

(1) 保 安 林 （単位：ｈａ)

水 源 か ん 養 土砂流失防備 防 風 潮 害 防 備 保 健

７,２１５ １,０１０ ８ ５４ ６２９

(2) 保 護 林 等 （単位：ｈａ)

森林生態系 レクリエー 世界自然遺 国 立 原生自然環 鳥 獣 史跡・名勝

保 護 地 域 ションの森 産登録地域 公 園 境保全地域 保 護 区 天然記念物

１５,１８５ ７８０ １０,７４７ １７,９４０ １,２１９ ３,２３４ ４,２７８

注意：保護林等の面積は重複している。

５ 森林生態系保護地域の内訳面積

（単位：ｈａ）

区 分 面 積

保 存 地 区 ９,６００

屋久島森林生態系保護地域 保 全 利 用 地 区 ５,５８５

計 １５,１８５

６ 世界自然遺産登録地域

（単位：ｈａ）

区 分 面 積

国 有 林 １０,２６０

うち森林生態系保護地域 １０,２３６

民 有 林 ４８７

計 １０,７４７



Ⅰ 森林生態系保護

１ 世界自然遺産保全緊急対策事業

（１）生態系モニタリング調査

（２）屋久杉樹勢回復措置及び植生回復措置

２ モニタリングの実施

（１）屋久島国有林における水質調査

（２）写真映像による森林生態系のモニタリング

３ 屋久島における雨量観測

Ⅱ 治 山

１ 平成１１年度治山事業一覧

（１）国有林野内復旧治山工事

（２）保安林整備事業

（３）災害復旧等事業（平成１０年度から繰越）

（４）災害復旧等事業（平成１２年度へ繰越）

Ⅲ 普及教育・森林空間利用

１ 森林教室等の実施

２ 屋久島自然休養林

（１）森林環境整備推進協力金の実施

（２）利用者数

３ 広報活動

（１）保全センタ－所報「洋上アルプス」の作成

（２）保全センター１０年度年報の作成

（３）セルフガイドブック「屋久島の森林」の販売
も り

（４）無名杉の名前募集

（５）ホームページ「保全センタ－紹介」を更新

Ⅳ その他

１ 資料室の整備

（１）保全センタ－保有図書一覧表

（２）保全センタ－保有資料

２ 学術調査等の入林状況

３ 報告書リスト

Ⅴ 保全センタ－の関連行事
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Ⅰ 森林生態系保護

１ 世界自然遺産保全緊急対策事業

（１）生態系モニタリング調査

ア 目的

屋久島の貴重な原生的自然に平成４年の森林生態系保護地域の設定や平成５年の世界自然遺産への登

録を契機として，近年この地域への人の入り込みが急増している。このため歩道の荒廃などによる植生

の後退や土砂の流出が見られ，またゴミやトイレの問題も発生しており，原生的な生態系へ及ぼす影響

が危惧されている。このことから世界遺産保全のための対策を講じるとともに，条約締結国として国際

的な責務を果たすことを目的として調査を行っている。

イ 植生の垂直分布調査について

屋久島の西部海岸に面する平瀬国有林１林班から４林班にかけての森林植生は，世界遺産にも登録さ

れＩＵＣＮでは，「世界でも高く評価すべき顕著な垂直分布を示す林相であり，将来も現状を維持すべ

きである」と評価している。しかしながら，この地域においては、植生垂直分布の確かなデータがない

ことから調査を実施した。実施内容は，海抜０ｍから標高１,０００ｍまでの間において標高差２００
ｍごとに６カ所プロットを設定し標高ごとの植生を詳しく調査した。

ウ ヤクタネゴヨウの保全について

ヤクタネゴヨウは，我が国では屋久島と種子島にしか生育しない希少種であるとともに，近年立ち枯

れが目立ち数が激減しており，環境省の植物版レッドデータブック（１９９７）で絶滅危惧種に指定さ

れている。こうした状況の中で保全を早急に図る必要があることから，分布域及び生育地などの環境に

ついて調査し，実態を明らかにすることにより保全対策を検討とする基礎資料を得た。

エ 屋久島西部海岸地域の利用

屋久島の中でも特に原生的な西部地区の利用について，比較的恒常的にこの地域を利用しているいく

つかの団体に聞き取り調査を行い利用状況の現状把握及び今後の課題等について検討した。

オ 水質調査について

前回の調査において自然環境に恵まれた屋久島においても本土並に酸性雨が観測され，屋久島の貴重

な自然へ影響が危惧されている。そのため，この酸性雨が屋久島の生態系に及ぼす影響を調査するため

森林総合研究所九州支所の協力を得て継続的にモニタリングを実施した。

（２）屋久杉樹勢回復措置及び植生回復措置

ア 目的

屋久島は，縄文杉等屋久杉の巨木群を代表とする特殊な生態系が素晴らしい景観を呈していること

等により，世界自然遺産に登録されたものであるが，それらの巨木群の中には，樹勢の衰えなど入り込

み者の踏み込み等による影響が発現し，このまま放置すれば樹勢の回復が困難となる可能性もあること

から，樹木医等専門家による樹勢の判定を行うとともに樹勢回復措置を実施し，併せて今後のモニタリ

ングの方法，樹勢維持のための保護方法について検討を行い，屋久島自然遺産の象徴である屋久杉の適

切な保護を図ることを目的とする。

イ 樹勢回復措置工

平成１０年度に縄文杉において試験施工を実施した結果及び樹木医の意見をふまえ，２月に本格施工

した。施工内容は縄文杉下斜面に現地付近で採取した粗朶やヤシマットを利用した編柵工１００ｍ，チ

ャコールチップ炭や木酢液を使用した土壌改良８１㎡，上斜面に編柵工（水切り）３８ｍを実施した。

ウ 植生回復措置工

土壌改良を実施した一部に，植生を回復させるため，試験的にシキミ等の挿し木を実施した。

縄文杉展望デッキ下方にあるカナクギノキが下方に傾斜しており転倒する恐れが予測されるため，保

護対策として木柵工９.５ｍを行った。
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屋久杉樹勢回復・植生回復措置実施箇所位置図

凡 例

○ 施工箇所

---- 大株歩道 縮尺 １：２０，０００

２ モニタリングの実施

（１） 屋久島国有林における水質調査

ア 目的

森林総合研究所九州支所と共同で，屋久島の森林生態に深く関係する水質について調査を行い，土壌

地質との関わり等についての基礎資料とすることを目的に，平成７年度より実施，平成８年度からは世

界自然遺産保全緊急対策事業の一つとして実施している。

イ サンプル採取箇所一覧表

番号 採 取 箇 所 名 項 目 標 高 備 考

１ 保全センター・林友寮 林外雨 ２０ｍ （96.10.28 設置）

２ 白谷雨量計 〃 ５８０ｍ （96.12.04 設置）

３ 淀川登山口 〃 １,３５０ｍ （96.10.31 設置）

４ 小杉谷事業所跡 〃 ６６０ｍ （96.10.30 設置）

５ 白谷雲水峡 渓流水 ７００ｍ 水源の森
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６ 半山（大プロット内） １７０ｍ モニタリングプロット設定箇所

７ 淀川小屋 〃 １,３７０ｍ 水飲み場

８ 花之江河流入箇所 〃 １,６３０ｍ 高層湿原，流入箇所

９ 花之江河流出箇所 〃 １,６３０ｍ 高層湿原，流出箇所

１０ 小花之江河流入箇所 〃 １,６３０ｍ 高層湿原（面積小），流入箇所

１１ 小花之江河流出箇所 〃 １,６３０ｍ 高層湿原（面積小），流出箇所

１２ 縄文杉水飲み場 〃 １,３１０ｍ 展望デッキ下水飲み場

ウ 採水箇所位置図

サンプル採水箇所位置図

Ｎ

凡 例

○ 林外雨採取場所

● 渓流水採取場所

エ 平成１ 1年度ｐＨ値一覧表
採 取 箇 所 11/4 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 12/1 ２ ３ 平均

林友寮 4.9 4.8 4.5 4.7 4.7 5.9 4.5 4.2 4.2 4.1 4.1 4.3 4.6
白谷雨量計 5.1 5.0 4.9 4.8 5.2 5.2 4.4 4.4 4.5 4.1 4.1 4.1 4.7
淀川登山口 5.4 5.3 5.1 5.3 5.3 4.9 4.8 5.0 4.8 4.4 4.2 4.2 4.9
小杉谷事業所跡 5.3 4.9 4.9 5.2 5.2 5.4 4.4 4.6 4.5 4.1 4.2 4.2 4.7
白谷雲水峡 5.9 6.3 6.3 6.2 6.2 6.1 6.2 6.0 6.4 6.3 6.3 6.5 6.2
半山プロット内 5.9 6.0 6.0 5.9 6.1 5.9 6.1 5.9 6.1 6.1 6.2 6.2 6.0
淀川小屋 6.1 6.2 6.2 6.1 5.8 6.1 6.3 6.2 6.4 6.1 6.5 6.6 6.2
花之江河入口 5.4 5.5 5.4 5.4 5.4 5.7 5.5 5.5 5.8 5.4 5.5 5.5 5.5
花之江河出口 5.4 5.4 5.5 5.6 5.5 5.8 5.5 5.6 5.8 5.4 5.5 5.4 5.5
小花之江河入口 5.6 5.6 5.6 5.6 5.5 5.7 5.7 5.7 5.9 5.6 5.8 5.7 5.7
小花之江河出口 5.9 5.8 5.9 5.7 5.4 5.8 5.9 5.9 6.0 5.7 6.1 6.1 5.9
縄文杉 6.1 6.1 ― 6.0 5.8 ― ― 5.9 ― 5.8 ― 5.8 5.9
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オ 平成１ 1年度ＥＣ値一覧表（ＥＣ：電気伝導度）
採 取 箇 所 11/4 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 12/1 ２ ３ 平均

林友寮 49.8 14.5 23.3 43.2 18.2 27.7 54.1 97.3 76.9 98.8 118.2 58.7 56.7
白谷雨量計 16.3 7.8 10.3 19.5 10.5 10.6 42.0 53.2 32.8 70.6 85.7 38.6 33.2
淀川登山口 15.0 7.1 6.6 11.0 6.3 9.5 20.6 17.2 19.4 31.3 48.2 28.2 18.4
小杉谷事業所跡 14.9 9.3 9.3 16.4 7.3 10.4 33.4 27.2 35.2 75.8 61.3 32.7 27.8
白谷雲水峡 27.1 28.4 28.9 27.5 24.3 20.8 27.4 24.6 31.0 30.7 30.7 33.9 27.9
半山プロット内 50.1 53.7 56.6 53.4 47.9 38.4 48.0 49.3 54.6 55.6 53.6 55.7 51.4
淀川小屋 18.9 18.9 18.9 15.6 15.4 15.6 18.3 18.1 22.4 21.0 21.8 24.3 19.1
花之江河入口 19.1 19.6 17.8 14.2 13.0 12.4 15.4 17.4 25.0 22.2 22.3 85.5 23.7
花之江河出口 17.0 17.1 15.3 12.3 10.9 10.3 13.5 16.1 18.5 21.0 20.8 26.2 16.6
小花之江河入口 18.1 16.8 16.7 13.9 12.7 12.6 14.8 15.5 17.8 18.4 17.7 19.8 16.2
小花之江河出口 17.6 17.8 16.8 13.5 12.4 11.7 14.9 16.6 20.4 19.8 18.6 25.5 17.1
縄文杉 19.9 20.6 ― 17.1 17.8 ― ― 19.4 ― 21.2 ― 28.7 20.7

※ 縄文杉の欠測は，業務で縄文スギ登山した時に採取することにしているためである。

（２） 写真映像による森林生態系のモニタリング

ア 目的

縄文杉等の著名屋久杉，高層湿原，登山歩道沿いの森林等について定点を設け，継続的に写真撮影を

実施し，これをパソコン収録のデータベースとする長期モニタリングシステムを確立するとともに，今

後の森林の保全・整備の基礎資料とすることを目的とする。

また，この事業は一部の箇所については，環境庁と共同で実施している。

イ モニタリング箇所

（環境庁との共同定点）

場 所 目 的 撮影スパン 備 考

縄文杉 縄文杉根本周辺の植生の推移 年１回

縄文杉の幹・枝・着生植物の変化

周辺植生と景観の推移

大王杉 大王杉根本周辺の植生の推移 年１回 定点杭設置：Ｈ１０．３

大王杉の幹・枝・着生植物の変化

周辺植生と景観、及び歩道状況の推移

翁杉 翁杉根元周辺の植生の推移 年１回 定点杭設置：Ｈ１０．３

翁杉の幹・枝・着生植物の変化

周辺植生と景観、及び歩道状況の推移

紀元杉 紀元杉の幹・枝・着生植物の変化 年１回 定点杭設置：Ｈ１０．３

周辺植生と景観の推移

仏陀杉 仏陀杉の幹・枝・着生植物の変化 年１回

仏陀杉根本周辺の植生の推移

ウイルソン株 株の腐食状況の推移 年１回 定点杭設置：Ｈ１０．３

株の蘇苔類の状況推移

周辺植生と景観、及び歩道状況の推移

花之江河 湿原の土砂流入状況及び植生の推移 年１回

湿原周辺の景観の推移

木道の状況推移

小花之江河 湿原の土砂流入状況及び植生の推移 年１回

湿原周辺の景観の推移

木道の状況推移

高塚小屋 小屋周辺の歩道と景観の推移 年１回 定点杭設置：Ｈ１０．３

小屋周辺の木の根の露出状況

小屋の状況の推移
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淀川小屋 小屋周辺の歩道と景観の推移 年１回

小屋周辺の木の根の露出状況

小屋の状況の推移

西部林道 植生等の景観の状況変化 年１回

枯損木状況の推移

山地崩壊地の状況推移

投石平 黒味岳山麓の白骨樹の状況変化 年１回

周辺の荒廃状況及び植生状況の推移

周辺歩道の状況推移

３ 屋久島における雨量観測

（１）目的

屋久島では，年間４０００～８０００㎜に達する降雨があること，花崗岩特有の表層の浅い地域が多い

こと等から，山腹崩壊，土砂流出等の山地災害も多く発生している。

これらのことから，国有林の要所において雨量等の森林気象を観測し，永続的なデータを保存すること

により貴重な森林の保全と山地災害防止に資することを目的に雨量計を設置している。

（２）管理

データの回収・記録管理は屋久島森林環境保全センターで行っている。データ回収については，職員実

行で２ヶ月に１回程度行っているが，台風等のいちじるしい気象の変化があった場合はその都度データの

回収を行うことにしている。

（３）雨量計設置箇所位置図

雨量計設置箇所位置図

Ｎ
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エ 雨量計設置箇所一覧表

番号 設 置 箇 所 林小班 標 高 備 考

① 屋久島森林環境保全センター 敷地内 20ｍ Ｈ７.０８.３１ 設置

② 県道白谷線沿線 ２１６た 580ｍ Ｈ７.０８.３１，Ｈ９.１１.１１ 設置

③ 宮之浦林道３３支線 ２３３ふ 510ｍ Ｈ８.０３.２６ 設置

④ 小杉谷事業所跡 １０１イ 680ｍ Ｈ８.０２.０７ 設置 融雪器付

⑤ 大川林道 ９る 1,020ｍ Ｈ８.０２.０１ 設置 〃

⑥ 淀川登山口 ６２い 1,380ｍ Ｈ７.１２.２５ 設置 〃

⑦ 黒味岳頂上付近 ２２ニ 1,800ｍ Ｈ８.０５.３１ 設置 〃

※②については，平成 7年 8月 31日～平成 9年 9月まで 216ぬ 5林小班(標高 560m)に設置していたものであ
る。

オ 平成１０年度 月別・地点別雨量観測データ一覧表

番 号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

観測点 森林環境保 白 谷 宮之浦林道 小杉谷事業 大川林道 淀川登山口 黒味岳頂上

全センタ－ ３３支線 所跡 付近

標 高 ２０ｍ ５８０ｍ ５１０ｍ ６８０ｍ １，０２０ｍ １，３８０ｍ １，８００ｍ

月／開始年月日 H7.08.31 開始 Ｈ７．０８．３１開始 Ｈ８．０３．２６開始 Ｈ８．０２．０７開始 Ｈ８．０２．０１開始 Ｈ７．１０．２５開始 Ｈ８．０５．３１開始

H11 . ４月 173.0 274.5 220.5 619.5 403.5 815.0 334.0

５月 300.0 534.5 679.5 734.5 166.5 1,401.5 549.5

６月 767.0 1,151.0 1,133.5 1,329.5 ― 1,385.0 1,004.0

７月 681.0 1,236.5 1,153.0 1,452.5 1,242.5 1,857.5 1,286.0

８月 603.0 1,044.5 1,421.5 1,260.0 1,455.5 1,619.5 1,456.5

９月 993.5 1,329.0 1,467.0 1,519.0 877.0 1,431.5 902.0

１０月 300.5 651.5 426.0 646.5 149.0 378.0 241.5

１１月 171.0 174.5 165.0 147.5 178.0 174.5 87.5

１２月 170.0 367.0 232.0 258.0 147.5 159.0 106.0

Ｈ１２ ．１月 93.0 372.5 346.5 393.5 378.0 447.5 270.5

２月 106.0 169.0 155.5 178.5 165.0 194.0 111.0

３月 216.5 385.5 191.0 613.0 393.5 835.0 370.0

合 計 4,574.5 7,690.0 7,591.0 9,152.0 5,556.0 10,698.0 6,718.5

※ 印箇所は，1,000mm 以上の降雨観測月である。
欠測期間： 大川観測点 平成１１年５月２２日～平成１１年７月１３日
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Ⅱ 治 山

１ 平成１１年度治山事業一覧表

（１）国有林野内復旧治山工事
国 有 林 完 成

N 工 事 名 林 小 班 種 別 主工種 数 量 工 期 年 月 日 備 考

O
土面川第１支流治山工事 平 瀬 復 旧 谷止工 746.6ｍ 3 11.7.21～

1 258わ 治 山 山腹工 0.24ha 12.3.2 12. 2.29
黒味治山工事 黒 味 ｺﾝｸﾘｰﾄ 11.7.21～

2 31い,は 〃 谷止工 506.4ｍ 3 12.2.4 12. 2. 4
白谷治山工事 宮之浦岳 鋼 製 12.3.15～

3 217ち,に 〃 谷止工 46,956t 12.10.25 繰越分

宮之浦岳治山工事 宮之浦岳 12.3.7～
4 （植生ネット工） 236い 〃 山腹工 0.06ha 12.3.10 12. 3.30
宮之浦岳治山工事 宮之浦岳 12.3.7～

5 （植生ネット工） 217よ 〃 〃 0.02ha 12.3.30 12. 3.30
宮之浦岳治山工事 宮之浦岳 12.3.7～

6 （山腹工） 217に 〃 〃 0.01ha 12.3.24 12. 3.24
土面川第１支流下流治山 平 瀬 ｺﾝｸﾘｰﾄ 11.11.1～

7 工事 258わ 〃 谷止工 871,6ｍ 3 12.3.24 12. 3.24
神之川治山工事 宮之浦岳 11.11.1～

8 224は 〃 〃 542.8ｍ 3 12.3.24 12. 3.24
ハサ岳治山工事 ハサ岳 12.3.1～

9 80い 〃 山腹工 0.01ha 12.3.24 12. 3.24

（２）保安林整備事業
国 有 林 完 成

N 工 事 名 林 小 班 種 別 主 工 種 数 量 工 期 年 月 日 備 考

O
愛子岳外１治山事業 愛 子 岳 保安林 11.3.5～

1 （除 伐） 203 と外 改 良 除 伐 9.49ha 11.5.31 11.5.31 繰 越

3

（３）災害復旧等事業（平成１０年度から繰越）
国 有 林 完 成

N 工 事 名 林 小 班 種 別 主 工 種 数 量 工 期 年 月 日 備 考

O
白谷治山工事 宮之浦岳 復 旧 谷止工 1,693.3ｍ 3 11.2.25～

1 （関連災） 217い 1 治 山 練石張工 138.9ｍ 2 11.12.22 11.12.22 繰 越

土面川上流治山工事 平 瀬 谷止工 1,142.5ｍ 3 11.2.25～
2 （関連災） 258ろ.に 〃 資材運搬路 512.0ｍ 11.12.10 11.12.10 繰 越

土面川下流治山工事 平 瀬 ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止 11.2.25～
3 （関連災） 258ろ.に 〃 工 2,161.7ｍ 3 11.11.29 11.11.29 繰 越

小島治山工事 芋 塚 岳 谷止工 544.2ｍ 3 11.2.25～
4 （関連災） 49ぬ 1 〃 副堤・側壁 232.0ｍ 3 11.11.17 11.11.16 繰 越

（４）災害復旧等事業（平成１２年度へ繰越）
国 有 林 完 成

N 工 事 名 林 小 班 種 別 主 工 種 数 量 工 期 年 月 日 備 考

O
宮之浦岳治山工事 宮之浦岳 復 旧 ｺﾝｸﾘｰﾄ谷止 11.11.1～

1 （関連災） 233た 治 山 工 1,864.3ｍ 3 12.6.26 繰 越
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Ⅲ 普及教育・森林空間利用

１ 森林教室等の実施

名 称 平成１１年度青少年の野外教室モデル事業 実施年月日 平成 11年 7月 24日（土）
「宇宙と世界自然遺産への夢＆チャレンジ」

場 所 縄文杉

ね ら い ・世界自然遺産条約に登録された屋久島の豊かな自然の中で活動することにより，屋久島へ

の理解を深め，屋久島を愛する児童・生徒を育成する。

・集団行動を通して，規律，奉仕，友情等の精神や連帯感を育てるとともに，体力と強い精

神力を身につける。

・屋久杉を中心とする原生林等の自然に触れることにより，自然と人間との共生の在り方に

ついて考える。

主 催 者 等 鹿児島県青少年研修センタ－

対 象 者 県内小学５年生～高校生（定員８０名）

講 師 井手所長

名 称 長渕剛震災遺児支援事業 実施年月日 平成 11年 7月 24日（木）
場 所 白谷雲水峡

ね ら い ・阪神淡路大震災で両親兄弟を亡くした子供たちを，屋久島の雄大な自然のもとで元気づけ

ること。

主 催 者 等 神戸市社会福祉協議会事務局

対 象 者 小学生・中学生・保護者（４４名）

講 師 川崎専門官，下村庶務主任官

名 称 屋久町森林教室 実施年月日 平成 11年 10月 13日（水）
場 所 ヤクスギランド

ね ら い ・郷土の自然についての理解を深め，郷土を愛し，郷土の自然を守り育てる態度を育てると

ともに，自然の有効な活用の仕方についての理解を深める。

・散策活動，団体行動をとおして体力，忍耐力を養い，連帯感を育てるとともに，公衆道徳

を身につけさせる。

主 催 者 等 屋久町教育委員会 教育長

対 象 者 小学５年生（６８名）

講 師 溝越専門官，下村庶務主任官

名 称 岳南中学１年生 森林教室 実施年月日 平成 11年 10月 19日（火）
場 所 屋久町内巨木巡り

ね ら い ・郷土の自然についての理解を深め，郷土を愛し，郷土の自然を守り育てる態度を育てると

ともに，自然の有効な活用の仕方についての理解を深める。

・郊外での活動を通して，集団活動の規律と公衆道徳を学ぶ。

主 催 者 等 屋久町立岳南中学校

対 象 者 中学校１年生（４２名）

講 師 井手所長，溝越専門官，下村庶務主任官

名 称 上屋久町ふるさと森林教室 実施年月日 平成 11年 11月 13日（土）
場 所 白谷雲水峡

ね ら い ・郷土の自然についての理解を深め，郷土を愛し，郷土の自然を守り育てる態度を育てると

ともに，自然の有効な活用の仕方についての理解を深める。

・散策活動，団体活動をとおして体力，忍耐力を養い，連帯感を育てるとともに，公衆道徳

を身につけさせる。

主 催 者 等 上屋久町教育委員会，教育長

対 象 者 上屋久町内の小学４，５年生(希望者３７名)

講 師 井上調整官，井手所長，溝越専門官，下村庶務主任官
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２　屋久島自然休養林

　　（１）森林環境整備推進協力金の実施
　　　　　　森林及び利用施設の整備と環境美化等のため，協力金制度を導入している。

　　　　　　　　協力金の額　　　高校生以上　１人　３００円　（島内在住者を除く）

　　　　　　　　平成１１年度協力金徴収額合計　　３０，３１０，６５６円
　　　　　　　　　　委託契約相手方　　ヤクスギランド　　「ヤクスギランドを美しくする会」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白谷雲水峡　　　「大自然緑の会」

　　（２）利用者数

注　白谷雲水峡の利用者数の10年度の４～12月は，アクセス道通行止めのため，利用者数を把握していない。

４月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
0

2

4

6

8

10

12

千人
10年度 11年度

ヤクスギランド月別利用者数
11 年度利用者数合計　７２ ，９２ ０人
10年度利用者数合計　８５ ，４０ ４人

４月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
0

1

2

3

4

5

6

千人
10年度 11年度

白谷雲水峡月別利用者数
11 年度利用者数合計　３２ ，１７ ４人
10年度利用者数合計　　４，１３ ３人
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３ 広報活動

（１）所報「洋上アルプス」の作成

ア 作成の主旨

保全センタ－業務の紹介や活動報告，屋久島の雨量観測データなどの情報を提供することにより，地元地

域や関係機関との密接な連携を図る。また，屋久島の森林生態，森林の役割，自然と人との共生のあり方な

どに関する普及啓発を行うとともに，屋久島世界自然遺産地域内での保全活動を紹介し，広く一般の理解と

協力を深めるために作成。

イ 発行日

毎月５日に発行、１回発行部数 約１,１５０部。

（２）年報の作成

ア 作成の主旨

保全センタ－業務や活動内容，島内での学術調査研究機関（者）の入林状況等をまとめ，地元地域や関係

機関の理解と協力を深めるとともに，屋久島世界自然遺産地域及び屋久島森林生態系保護地域等での保全活

動を連携強化するための一助とするために作成。

（３）セルフガイドブック「屋久島の森林」の販売
も り

ア 作成の主旨

屋久島の歴史，自然，主要登山道等を紹介し，屋久島の森林に関する教育，啓発活動を行うため作成。

イ 販売

平成８年６月７日から販売開始。（規格：Ｂ６判オールカラー印刷，８９頁。一冊１，０００円）

ウ 販売場所

屋久島森林管理署，屋久島森林環境保全センター，ヤクスギランド，白谷雲水峡，屋久杉自然館等

エ 平成１１年度販売部数

７０４冊

（４）無名杉の名前募集

ア 募集の主旨

平成１２年５月１８日から２１日に屋久島と鹿児島市で鹿児島県主催による世界自然遺産会議が開催され

九州森林管理局（屋久島森林環境保全センター）では，これを広く一般にピーアールし，多くの人の参加意

識の高揚を図る目的としてヤクスギランドの巨木の１本について，その名前を一般公募により募集した。

イ 募集の結果

１,１５０点の応募があり，屋久島の８つの小学校６年生が１６点を選考し，その中から選考委員会にお
いて，「ひらがな等を用いた柔らかい表現が良い」という意見を重視し，「ひげ長老」に決定した。

名付け親は，「特徴を見て自然に出た名前」という子供らしい感性で付けた，一湊小学校の竹之内あゆみ

ちゃん。

（５）ホームページ「保全センター紹介」を更新
インターネット上に掲載されている九州森林管理局ホームページの「保全センター紹介」を更新。

ア 紹介の主旨

「保全センター設置の目的」「組織図」「主な業務内容」「業務計画及び実績」等を写真入りで紹介し、

屋久島世界自然遺産地域内での保全活動状況を広く一般の理解と協力を得るため。

イ アドレス

http://www.infoberars.or.jp/rinkuma/
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２ 学術調査等の入林状況
平成１１年４月～平成１２年３月
植物関係

目 的 代 表 者 所 属 地 域 備 考

天然林の純一次生産速度測定 相場慎一郎 鹿児島大学理学部 2,76,81,204
ヤクスギ天然林施業更新状況調査 寺岡行雄 鹿児島大学農学部 101と
ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞとﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲ､ﾔｸｼﾏｶﾞｸｳﾂｷﾞの分 戸坂芳朗 鹿児島大学理学部生物学科 250外
布調査とこの３つ及びｶﾞｸｳﾂｷﾞとﾄｶﾗｱｼﾞｻ

ｲの分布

植生調査 大沢雅彦 千葉大学理学部生物学科 2,204
ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの球果及び種子の生産量調査， 齋藤明 九州大学農学部林学科 47,48,66
枯死過程及び枯死要因の調査

ヒメカカラの分類学的研究のため 加藤英寿 東京都立大学牧野標本館 愛子岳歩道 ,安房
林道 ,花之江河～
黒味岳

第５回自然環境保全基礎調査 特定植物 今井宣弘 （株）新和技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 4,10,16,204
群落調査

シカが植生に与える影響 相場慎一郎 鹿児島大学理学部 8
スギの天然更新調査 前田禎三 東京大学科学博物館協力研 9,85,86

究員

ヤクスギ天然更新林分調査のため 寺岡行雄 鹿児島大学農学部 101と･ぬ
ヤクタネゴヨウの生体木調査 手塚賢至 ヤクタネゴヨウ調査隊 4,47,48,66
屋久杉の着生樹等の共生植物についての 田中浩樹 東京学芸大学冒険探検部 永田歩道沿い

調査外 (竹の辻周辺)

動物関係
目 的 代 表 者 所 属 地 域 備 考

ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

野生ニホンザルの社会生態学的研究 半谷吾郎 京都大学理学部 1～ 4
シカの植生への影響の調査 相場慎一郎 鹿児島大学理学部 3,8
ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

生態学の研究 野間直彦 滋賀県立大学環境科学部 1～ 4
ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

ニホンザルの個体数調査 半谷吾郎 京都大学理学部 8～ 11
ニホンザルの生息環境把握のための植生 半谷吾郎 京都大学理学部 9
調査

西部林道及び安房林道周辺のヤクシマザ 杉浦秀樹 京都大学霊長類研究所 1～ 4
ルの餌付き方の調査外

コウモリ類の生息調査 揚妻直樹 秋田経済法科大学 1～ 4，213～
216，80～ 81

ニホンザル生息環境把握のための植生調 半谷吾郎 京都大学理学部 9
査

「ヤクシカのフン」の調査 永井真紀子 日本大学生物自然科学部 永田歩道周辺

ヤマヒルの生息調査と採集 山中征夫 東京大学千葉演習林 永田・花山歩

道,大川林道
ニホンザル生息環境把握のための植生調 半谷吾郎 京都大学理学部 9,14
査
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その他
目 的 代 表 者 所 属 地 域 備 考

酸性雨調査 永淵修 福岡県保健環境研究所 3,61,97
土壌調査 相場慎一郎 鹿児島大学理学部 2,76,81,204
入込み者自動観測ｼｽﾃﾑの構築のための調 枚田邦宏 鹿児島大学農学部 81,100,101
査

屋久島地域における大気汚染 古賀実 熊本県立大学 4,221,228
(酸性雨等)の実態及び影響調査

エコツーリズム対象サイトでのＧＰＳ測 酒井徹朗 京都大学情報学研究科 1～ 4,85,86,
位精度の調査 213～ 215,

99～ 101
屋久島フィールドワーク講座実習のため 山極寿一 京都大学大学院理学研究科 1 ～ 14,80 ～

86
204,205,212 ～
215,257,258

屋久島地域における大気汚染 古賀実 熊本県立大学 4,221,228
(酸性雨等)の実態及び影響調査

屋久島の花崗岩の上昇機構を明らかに 安間了 筑波大学地球科学系 237～ 240
し、独特の生態系環境の成立と復元する 250～ 252

217～ 219
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３ 報告書リスト

№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

1 屋久島の林木群集構造と基質表層の安定性 甲山隆司

（照葉樹林域における基質表層の回転と森林の更新動態 昭和６３年～

平成２年度科学研究費補助金（一般研究Ｂ）研究成果報告書：63-74
(1991.3)）

2 東南アジアの多雨林の構造特性と再生動態 甲山隆司

（日本を含む東アジアおよび太平洋地域における熱帯並びに亜熱帯現存

植生の成立要因の地域間比較に関する予備的研究 昭和 63 年度鹿児
島

大学教育研究学内特別経費成果報告書 中野和敬編：30-38 (1990)）
3 照葉樹林と硬葉樹林 甲山隆司

（週刊朝日百科・「植物の世界」 59：13 … 140-13 … 143）
4 Ｓ ignificance of architecture and allometry in saplings 甲山隆司

（Ｆ unctional Ｅ cology 1987：399-404）
5 Ａ Ｆ unction Ｄ escribing Ａ ll-Ｓ ized Ｔ runk Ｄ iameter 甲山隆司

Ｄ istribution in Ｗ arm-Ｔ emperate Ｒ ain Ｆ orests
（Ｂ ot.Ｍ ag.Ｔ okyo 101：207-212 (1988)）

6 Ｓ imulation of the Ｓ tructural Ｄ evelopment of Ｗ arm-Ｔ emperate 甲山隆司

Ｒ ain Ｆ orest Ｓ tands
（Ａ nnals of Ｂ otany 63：625-634 (1989)）

7 Ｓ imulation Ｓ tationary Ｓ ize Ｄ istribution of Ｔ rees in Ｒ ain 甲山隆司

Ｆ orests （Ａ nnals of Ｂ otany 68：173-180 (1991)）
8 Ｔ ree Ｓ ize Ｓ tructure of Ｓ tands and Ｅ ach Ｓ pecies in Ｐ rimary 甲山隆司

Ｗ arm-Ｔ emperate Ｒ ain Ｆ orests of Ｓ outhern Ｊ apan
（Ｂ ot.Ｍ ag.Ｔ okyo 99：267-279 (1986)）

9 Ｄ ensity-size Ｄ ynamics of Ｔ rees Ｓ imulated by a Ｏ ne-sided 甲山隆司

Ｃ ompetition Ｍ ulti-species Ｍ odel of Ｒ ain Ｆ orest Ｓ tands
（Ａ nnals of Ｂ otany 70：451-460 (1992)）

10 Ｓ ize-Ｓ tructured tree populations in gap-dynamic forest － the 甲山隆司

forest architecture hypothesis for the stable coexistence of
species （Ｊ ournal of Ｅ cology 1993 81：131-143）

11 Ｓ tand Ｄ ynamics in a Ｐ rimary Ｗ arm-Ｔ emperate Ｒ ain Ｆ orest 甲山隆司

Ａ nalyzed by the Ｄ iffusion Ｅ guation
（Ｂ ot.Ｍ ag.Ｔ okyo 100：305-317 (1987)）

12 Ｓ ize-structured multi-species model of rain forest trees 甲山隆司

（Ｆ unctional Ｅ cology 1992 6：206-212）
13 Ｆ reguency Ｄ istribution of Ｔ ree Ｇ rowth Ｒ ate in Ｎ atural 甲山隆司，Ｔ．Ｈ ara

Ｆ orest Ｓ tands （Ａ nnals of Ｂ otany 64：47-57 (1989)）
14 Ｄ ynamics of Ｐ rimary and Ｓ econdary Ｗ arm-temperate Ｒ ain 甲山隆司，相場慎一郎

Ｆ orests in Ｙ akushima Ｉ sland
（ＴＲＯＰＩＣＳ Ｖ ol.6(4)：383-392 (1997)）

15 Ｂ elow-and above-ground allometries of shade-tolerant seedlings 甲山隆司，

in a Ｊ apanese warm-temperate rain forest Ｐ．Ｊ．ＧＲＵＢＢ

（Ｆ unctional Ｅ cology 1994 8：229-236）
16 Ｔ ree species stratification in relation to allometry and 相場慎一郎，甲山隆司

demography in a warm-temperate rain forest
（Ｊ ournal of Ｅ cology 1996 84：207-218）

17 Ｔ he effects of a typhoon onＪ apanese warm temperate rainforests Ｐ．Ｊ．Ｂ ELLINGHAM，
（Ｅ cological Ｒ esearch 1996 11：229-247） 甲山隆司，相場慎一郎

18 熱帯山地の生態学 大沢雅彦

（生態環境研究 (ECO-HABITAT), 2(1)：77-79 (1995)）
19 湿潤アジアの垂直分布帯と山地植生テンプレート 大沢雅彦

（現代生態学とその周辺．沼田眞編．東海大学出版会．(1995)）
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№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

20 Ｌ atitudinal comparison of altitudinal changes in forest 大沢雅彦

structure,leaf-type,and species richness in humid monsoon Ａ sia
（Ｖ egetatio 121：3-10 (1995)）

21 Ｐ atterning of Ｓ ubtropical/Ｗ arm-temperate Ｅ vergreen 大沢雅彦，新田郁子

Ｂ road-leaved Ｆ orests in Ｅ ast Ａ sian Ｍ ountains with Ｓ pecial
Ｒ eference to Ｓ hoot Ｐ henology
（TROPICS Vol.6(4)：317-334 (1997)）

22 Ｌ eaf dynamics and shoot phenology of eleven warm-temperate 新田郁子，大沢雅彦

evergreen broad-leaved trees near their northern limit in
central Ｊ apan （Ｐ lant Ｅ cology 130：71-88 (1997)）

23 Ｖ ertial vegetation zones along 30゜Ｎ latitude in humid Ｅ ast Ｊ ing-Ｙ un Ｆ ang，大沢
Ａ sia （Ｖ egetatio 126：135-149 (1996)） 雅彦，吉良龍夫

24 Ｚ onal transition of evergreen,deciduous,and coniferous forests Ｃ indy Ｑ.Ｔ ang ，大沢雅
along the altitudinal gradient on a humid subtropical mountain, 彦

Ｍ t.Ｅ mei,Ｓ ichuan,Ｃ hina （Ｐ lant Ｅ cology 133：63-78 (1997)）
25 草の液果の種子散布 野間直彦

（フェノロジー研究Ｎ o.24：7-9 (1995)）
26 Ｒ apid Ｓ hifting of Ｆ oraging Ｐ attern by Ｙ akushima Ｍ acaques 揚妻直樹，野間直彦

(Ｍ acaca fuscata yakui) in Ｒ esponse to Ｈ eavy Ｆ ruiting of
Ｍ yrica rubra
(Ｉ nternational Ｊ ournal of Ｐ rimatology 16：247-260 (1995))

27 種子散布にみる植物との共生 野間直彦

(山岸哲編「鳥類生態学入門」128-142 築地書館 (1997))
28 Ａ nnual Ｆ luctuations of Ｓ apfruits Ｐ roduction and 野間直彦

Ｓ ynchronization within and inter Ｓ pecies in a Ｗ arm Ｔ emperate
Ｆ orest on Ｙ akushima Ｉ sland (Ｔ ropics Vol.6(4):441-449 (1997))

29 Ｆ ruiting phenology of animal-dispersed plants in response to 野間直彦，湯本貴和

winter migration of frugivores in a warm temperate forest on
Ｙ akushima Ｉ sland ,Ｊ apan
(Ｅ cological Ｒ esearch 12：119-129 (1997))

30 種子散布をめぐる植物と鳥類･哺乳類の共生関係 -屋久島での研究から- 野間直彦

（霊長類研究 Ｐ rimate Ｒ es. 13：137-147 (1997)）
31 屋久島での野生のサルへの餌やり 杉浦秀樹

（季刊 「生命の島」．３５）

32 屋久島の「自然な」サルと「不自然な」サル 杉浦秀樹

（「なきごえ」 1996.8）
33 屋久島，西部林道における野生ニホンザルの餌付き方の調査 杉浦秀樹，揚妻直樹，田中

－ 1993年と 1995年の比較 俊明，大谷達也，松原 幹

（霊長類研究 Ｐ rimate Ｒ es. 13：41-51 (1997)） 小林直子

34 屋久島の照葉樹林におけるヤクシマザル（Macaca fuscata yakui）によ 大谷達也

る種子の捕食と散布 （1997.3）
35 屋久島の世界遺産地域を通過する西部林道が自然環境に与える影響 揚妻直樹，杉浦秀樹，田中

（霊長類研究 Ｐ rimate Ｒ es. 10：41-47 (1994)） 俊明

36 ニホンザルの発声行動における集団差 田中俊明

（心理学研究 第６６巻 第３号 P.176-183 (1995)）
37 屋久島西部林道沿いモニタリングプロットに於けるオオバヤドリギ分布 樹木医 宇佐美暘一

について

38 土壌断面調査票（屋久島に分布する土壌の土壌生成分類学的基礎調査平 田村憲司

-1,2 成８・９年度調査分）

39 屋久島原生自然環境保全地域調査報告書 環境庁自然保護局，財団法

-1 人日本自然保護協会

・屋久島原生自然環境保全地域におけるスギ林の 10年間の群落動態 武生雅明，大沢雅彦，尾

崎煙雄，大塚泰弘，吉田

直哉，本間航介，小野昌

樹，江草清和
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№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

・屋久島原生自然環境保全地域の常緑針広混交林の 10年間の変化 木村勝彦

・屋久島原生照葉樹林における林木群集の 10年間の動態 相場慎一郎，明石信廣，

甲山隆司

・屋久島西部照葉樹林域の原生林と二次林の 10年間の動態 甲山隆司，相場慎一郎，

明石信廣，坂本圭児

39 屋久島原生自然環境保全地域調査報告書 環境庁自然保護局

-2 財団法人日本自然保護協会

・屋久島原生自然環境保全地域の山地針葉樹林における林木群集の構造 明石信廣，相場慎一郎，

甲山隆司

・屋久島低地におけるリーフサイズが異なる２つの常緑広葉樹林の比較 大沢雅彦，武生雅明，大

塚俊之

・屋久島亜熱帯・暖温帯常緑広葉樹林域の放棄地における二次遷移 大塚俊之，大沢雅彦，武

生雅明

・屋久島における維管束着生殖物の垂直分布と環境要因に関する予報 江草清和，大沢雅彦

・原生的照葉樹林群集の果実のフェノロジー 野間直彦

・屋久島の照葉樹林帯とヤクスギ林帯を構成する植物に放花するハナバ 湯本貴和

チ相

・屋久島原生自然環境保全地域の土壌と針葉樹３種の分布 小野昌輝，大沢雅彦

・屋久島のスギ林内埋没土壌の花粉分析と鬼界カルデラの火砕流噴火の 木村勝彦，鈴木茂

影響

40 北限における常緑広葉樹林の植生・環境分化に関する研究 研究代表者 大沢雅彦

平成５～６年度科学研究費補助金 一般研究（Ｂ）研究成果報告書

・Ｌ atitudinal comparison of altitudinal changes in forest 大沢雅彦

structure,leaftype,and species richness in humid monsoon Ａ sia
・Ｔ he montane cloud forest and its gradational changes in 大沢雅彦

southeast Ａ sia
・屋久島低地におけるリーフサイズが異なる２つの常緑広葉樹林の比較 大沢雅彦，武生雅明，大

塚俊之

・屋久島の常緑広葉樹林における地形的群落の構造 朱宮丈晴，大沢雅彦

・屋久島低地におけるリーフサイズが異なる常緑広葉樹の葉の寿命 新田郁子，大沢雅彦，大

塚俊之，三好弘子

・リーフサイズが異なる常緑広葉樹の葉の寿命 鈴木由香理

・常緑広葉樹の開葉と落葉に着目した季節的パターン 新田郁子

・常緑広葉樹の葉の水分特性の季節変化 鈴木由香理

・屋久島亜熱帯・暖温帯常緑広葉樹林域の放棄地における二次遷移 大塚俊之，大沢雅彦，武

生雅明

・屋久島低地部の撹乱立地に出現する先駆性樹種の特性 三好弘子，大塚俊之，大

沢雅彦，新田郁子

41 屋久島における気候変動と森林系のレスポンス 研究代表者 大沢雅彦

-1 平成７年度科学研究費補助金 総合研究（Ａ）研究成果報告書 （千葉大学理学部教授）

・花崗岩節理系と表層地形動態 山本啓司

・地形に対応した常緑広葉樹林の構造と土壌特性のパターン 朱宮丈晴，大沢雅彦

・屋久島における台風の気候学的解析 松本淳，岡谷隆基，江口

卓
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№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

・Ｔ he effects of a typhoon on Japanese warm temperate rain forests Ｂ ellingham,P.J.，甲山隆
司，相場慎一郎

・林冠アクセスシステムの建設 寺島一郎

・林冠アクセスシステムを利用した樹冠の形成・維持機構の研究 寺島一郎，木村恭子

－その事始め－

41 屋久島における気候変動と森林系のレスポンス 研究代表者 大沢雅彦

-2 平成７年度科学研究費補助金 総合研究（Ａ）研究成果報告書 （千葉大学理学部教授）

・照葉樹林構成種８種のシュートの形態の変異とその機能的意義 竹中明夫

－伸長志向のシュートと葉面展開志向のシュート－

・屋久島の常緑広葉樹におけるリーフサイズと葉の寿命の変化 大沢雅彦，新田郁子

・森林群集の繁殖過程と更新動態 新山馨，野間直彦，小南

－屋久島の照葉樹林の鳥散布樹種の果実数の年変動と同調性－ 陽亮，佐藤保，斉藤哲

・屋久島低地部の常緑広葉樹林地域における二次遷移 大塚俊之，三好弘子，大

沢雅彦

・屋久島における推移行列モデルの応用 高田壮則

42 葉の特性に着目した常緑広葉樹の機能型と群落分化 研究代表者 大沢雅彦

平成７～８年度科学研究費補助金 基盤研究(Ｂ)(2)研究成果報告書 （千葉大学理学部教授）

・常緑広葉樹の芽の類型と生態学的属性 大沢雅彦，新田郁子

（Ｂ ud structure and ecological traits of evergreen broad-leaved
trees at their northern limit in southern and central Japan.）

・Ｌ eaf dynamics and shoot phenology of eleven warm-temperate 新田郁子，大沢雅彦

evergreen broad-leaved trees near their northern limit in
central Japan.

・Ｐ atterning of subtropical/warm-temperate evergreen 大沢雅彦，新田郁子

broad-leaved forests in east Ａ sian mountains with special
reference to shoot phenology.

・Ｄ istribution ranges and population structure of evergreen Ｃ indy Ｑ.Ｔ ang ＆ 大

broad-leaved trees along altitudinal gradient on Ｍ ount Ｅ mei, 沢雅彦

Ｓ hichuan,Ｃ hina.
・地形に対応した常緑広葉樹林の階層構造とその形成過程 朱宮丈晴，大沢雅彦

（Ｓ tructural and developmental process of stratification of
evergreen broad-leaved forest along topographical gradients in
Ｙ akushima,southern Japan.）

・亜熱帯・暖温帯常緑広葉樹林地域の放棄耕作地における初期二次遷移 大塚俊之

の地理的比較（Latitudinal comparison of old-field successional
pattern in subtropical/warm-temperate evergreen broad-leaved
forest region.）

43 ヤクシマザル垂直分布調査報告（１９９３～１９９７年） ヤクザル調査隊 代表者 好

廣眞一

44 無葉緑植物タカツルランの棲息場所と棲息状況 馬田英隆，金谷整一，森健

（植物分類，地理 45(2)：131-138 (1994)）
45 屋久島破沙岳周辺におけるヤクタネゴヨウの分布様式 金谷整一，玉泉幸一郎，伊

（日本林学会誌 別冊 79巻 3号：160-163 (1997)） 藤哲，齋籐明

46 第 41回日本生態学会大会自由式シンポジウム 伊藤 哲

渓畔域の生態的構造と機能ー森林と河川の相互作用ー

（森林科学 第 13号：60-67 (1995.2)）
47 山地渓畔域の地表変動と撹乱体制 （河川・渓流域の森林動態） 伊藤 哲

（日本生態学会誌 (Ｊ apanese Ｊ ournal of Ｅ cology) 45：323-327 (1995)）
48 地理的限界付近に生育するスギの遺伝子構成 津村義彦，大庭喜八郎

（CAN.J.FOR.RES.VOL.23：859-863 (1993)）
49 スギ天然林における遺伝子変異と分布集団間の分化 戸丸信弘，津村義彦

（Plant Species Biol.9：191-199 (1994)） 大庭喜八郎
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№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

50 屋久島の天然スギ林帯の樹齢構成と更新機構 鈴木英治，塚原 淳

（The Botanical Magazine Tokyo 100：223-241 (1987)）
51 屋久島生態系モニタリング調査報告書 熊本営林局

（平成９年３月）

52 屋久島における森林施業の展開過程と林相 ―地理情報システムを活用 野田巌，松本光朗

した一考察― （日本林学会論文集 第１０８号 別刷 (1997)）
53 １９９８年夏期ヤクシマザル調査報告 ヤクザル調査隊 代表者 好

廣眞一

54 寺山自然教育研究施設におけるヤクタネゴヨウの種子散布 金谷整一，細山田三郎

（鹿児島大学教育学部研究紀要 第４９巻 別刷 H10.3.27発行） 玉泉幸一郎，齋藤明

55 Ｍ atching of acoustic features during the vocal exchange of coo 杉浦秀樹

calls by Ｊ apanese macaques （Ａ nim. Ｂ ehay.,1998,55,673-687）
56 ヤクタネゴヨウの遺伝資源保全研究 金指あや子，中島清，河原

（林木の育種 No.188 別刷 (1998)） 孝行

57 ヤマビルの生態（Ⅳ） ―個体数増加および分布地域拡大の要因― 山中征夫，山根明臣，浅田

（日本林学会論文集 第１０４号 別刷 (1993)） 正彦

58 房総半島におけるニホンジカに対するヤマビルの寄生状況 浅田正彦，落合啓二，山中

（千葉中央博自然誌研究報告 3(2):217-221 (1995)） 征夫

59 ヤマビルの生活環 山中征夫，山根明臣

（日本林学会論文集 第１０８号 別刷 (1997)）
60 調査報告書 地域の伝統的風習を活かした国立公園管理のあり方 霧島屋久国立公園屋久島管

理官事務所

61 屋久島・文献等データベース 〃

（環境庁屋久島世界遺産センター編）

62 グリーンツーリズムの立地に関する経済学的研究（平成８年度～平成９ 岩井吉彌（研究代表者）

年度科学研究費補助金基盤研究(C)(2)研究成果報告書）
63 屋久島の中学・高校生の生活意識と「環境の島」への対応 寺田康久

―アンケート調査（１９９６年１月）より―

64 ヤクザルの垂直分布は冬とその他の季節でどう違うか 好廣眞一

（龍谷紀要 第１７巻 第１号(1995年 8月)抜刷）
65 上部域のヤクザル －屋久島の冬－ 好廣眞一

（ﾓﾝｷｰ 197･198･199）
66 屋久島東部ヤクスギ林帯におけるヤクシマザルの分布と糞分析による食 好廣眞一,大竹勝,座馬耕一

性の調査 郎,半谷吾郎,松原始,谷村
（霊長類研究 Primate Res.14:189－ 199,1998） 寧昭，久保律子，松嶋可

奈，早川祥子，小島孝敏，

平野晃史，高畑由起夫

67 屋久島の固定試験地におけるスギ天然林の林分構造・動態解析 吉田茂二郎（研究代表者）

（平成５年度科学研究費補助金(一般研究 B)研究成果報告書）
68 屋久島の固定試験地におけるスギ天然林の構造と成長について 吉田茂二郎，今永正明

（日林誌 72(2)'90）
69 屋久島の森林施業に関する研究（Ⅲ）－スギ天然生林に対する照査法に 今永正明，吉田茂二郎

よる森林施業のための固定試験地の設定－

（97回日林論 1986）
70 屋久島におけるスギ天然林施業に関する基礎的研究 今永正明，吉田茂二郎

（J.Jpn.For.Soc.73(3)'91）
71 屋久スギ天然生林における種の平面・空間分布について 吉田茂二郎・岸川芳久

（鹿大農学術報告 第３５号，p.9-19,1985）
72 宇宙から見た屋久島 田中總太郎

73 ３樹種（クロマツ，ヒメコマツ，ストローブマツ）を台木として用いた 千吉良治

-1 ときのヤクタネゴヨウのつぎ木活着率と成長量の違い

（日林論 109 1998）
73 Ｋ１３ ヤクタネゴヨウの現地内・外における遺伝的資源保存技術に関 千吉良治

-2 する研究
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№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

74 屋久島実習調査報告書（平成６年度自然環境野外実習Ⅰ） 平成６年度筑波大学大学院

環境科学研究科屋久島実習

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

75 屋久島の観光と登山に関するアンケート調査結果（中間報告） 松下幸司

76 屋久島・安房林道において餌付いたサルの社会構成と繁殖状態野生動物 揚妻直樹

保護に必要な観光客に対する指導と道路管理

（霊長類研究 Primate Res 11:1-7,1995）
77 Supra-Annual Variation in the Influence of Myrica rubra DAVID A.HILL,NAOKI

Fruit on the Behavior of a Troop of Japanese Macques AGETSUMA
in Yakushima（American Journal of Primatology35:241-250(1995)）

78 The Effects of a typhoon on Japanese warm temperate P.J.Bellingham,T.Kohyama
rain forests. S.Aiba

79 屋久島における森林施業の展開過程と林相 野田巌，松本光朗

－地理情報システムを活用した一考察－（日林論 108 1997）
80 屋久島実習調査報告書（１９９６年） 東洋工学専門学校建築エコ

ロージー科

81 屋久島実習調査報告書（平成７年度自然環境野外実習Ⅰ） 平成７年度筑波大学大学院

環境科学研究科屋久島実習

ｸﾞﾙｰﾌﾟ

82 希少森林植物の生存環境の解明およびジーンダイバシティの評価と保全 齋藤明（研究代表者）

法の確立（平成６年度科学研究費補助金(総合研究 A)研究成果報告書）
・ヤツガタケトウヒの生育環境特性 谷本丈夫，杉田久志

・希少森林植物の生存環境の解明およびジーンダイバシティの評価と保 栄花茂

全法の確立

・紀伊半島山地部におけるトガサワラの現況と保全について 内村悦三

・ヤクタネゴヨウの分布特性 金谷整一，齋藤明，玉泉

幸一郎，伊藤哲

・屋久島破沙岳周辺におけるヤクタネゴヨウ(Pinus armandii Franch. 伊藤哲，金谷整一，玉泉

var.amaniana Hatsushima)の実生の成立環境 幸一郎

－林冠のギャップ率と実生の生育状況－

・地表変動に伴う森林群集の攪乱様式と更新機構 伊藤哲，中村太士

・トウヒ属植物の分類と遺伝的変異の評価 白石進，高田克彦

・ヤチカンバ（Betula tatewakiana）冬芽の培養による植物体再生と大 井出雄二

量増殖法の確立

・サクラバハンノキ（Alnus trabeculosa）の組織培養による増殖の試 井出雄二，近藤晃

み

……………………追加分……………………………

83 １９９９年夏期ヤクシマザル調査報告 ９９ヤクザル調査隊

84 屋久島におけるレクリェーション価値の算出と評価 柴崎茂光

85 バックグラウンド地域として屋久島大気中微量揮発性有機化合物の存 古賀実・花田喜文・永渕修

在

86 Global Warming:The Potential Impact on Japan 大沢雅彦

87 わが国の失われつつある土壌の保全をめざして 田村憲司

～レッド・データ土壌の保全～

88 渓流沿い植物における適応的な細葉の解析：その解剖学的および遺伝 中谷正樹

学的要因
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№ 報 告 書 名 報告者氏名（機関）

89 The Distribution of Wild Yakushima Macaque(Macaca fuscata yakui)Troops Shinichi YOSHIHIRO外 19
around tha Coast of Yakushima Island,Japan 名

90 OBLIQUE DIAPIRISM OF YAKUSHIMA GRANITE IN THE RYUKYU Ryo ANMA
ARC, JAPAN

91 EXPERIMENTAL PLTON SHAPES AND TRACKS ABOVE Ryo Anma and Dimitrios
SUBDUCTION ZONES Sokoutis

92 COMPOSITIONAL ZONING AND ITS IMPLICATION IN A TOROIDAL Ryo ANMA,Yoshinobu
CIRCULATION INSIDE THE YAKUSHIMA PLUTON,SW JAPAN KAWANO and Masaki

YUHARA
93 Vertical Distribution of Yakushima Macaques (Macaca fusucata yakui) in the S.Yoshihiro 他 13名

Western Area of Yakushima Island, Japan
94 屋久島 樹氷、雪に含まれるイオン濃度及び pＨ，ＥＣ外(解析途中) 永渕修

95 屋久島生態系モニタリング調査報告書 熊本営林局

（平成１０年３月）

96 屋久島の自然地域における保護と利用のあり方調査報告書 環境庁自然保護局

九州地区国立公園・野生生

物事務所

97 森林インストラクターの活動と機能に関する研究 枚田邦宏

98 国有林野における森林レクリェーションの現状 馬場裕典

ーヤクスギランド利用者の意向ー

99 ヤクスギランドにおける森林レクリェーション（１） 馬場裕典・吉良今朝芳・松

ー利用者の意向ー 下幸司

100 芦生演習林の一般入林者の利用状況 枚田邦宏・大畠誠一・山中

典和・中島皇・柴田正喜

101 森林レクリェーションに関する研究（Ⅱ） 馬場裕典・吉良今朝芳・池

ー鹿児島県栗野町住民アンケート調査ー 田美穂

102 釧路湿原国立公園の観光利用について 枚田邦宏

ー標茶町を事例にしてー

103 森林組合による間伐促進に関する研究 枚田邦宏

ー熊本県小国町森林組合を事例にー

104 芦生演習林利用者の実態と意識について 枚田邦宏・大畠誠一・山中

典和・中島皇
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Ⅴ 保全センタ－の関連行事

月 日 項 目 場 所 主 催 者

4.12（月) 第１回屋久島山岳部利用対策協議会 屋久島離島開発総合セン 屋久島山岳部利用対策協

ター 議会

4.13（火） 第４回屋久島登山道合同検討会 旧宮之浦登山道 上屋久町

4.18（金） 「世界遺産会議」第２回実行委員会 鹿児島市 鹿児島県

4.20（火） 苔の橋竣工式 ヤクスギランド ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞを美しくする

山開き 会･屋久島森林管理署

4.26（火） 第３回屋久島世界遺産等調査研究推進 霧島屋久国立公園屋久島 環境庁

地域連絡会議 管理官事務所

5. 8（土） 屋久島ツーデーマーチ 上屋久町 上屋久町外

～ 9（日）
6. 2（水） 白谷地区保護管理協議会 屋久島離島開発総合セン 白谷地区保護管理協議会

大自然緑の会総会 ター

6. 9（水） 荒川地区保護管理協議会 屋久町総合センター 荒川地区保護管理協議会

6.16（水） 屋久島ガイド意見交換会議 屋久島離島開発総合セン 上屋久町

ター

6.29（火） 屋久島ガイド連絡協議会臨時総会 安房公民館 屋久島ガイド連絡協議会

7.15（木） 第１回屋久島環境学習ネットワーク会 屋久島環境文化村センタ 屋久島環境文化財団

議 ー

7.15（木） 第２回屋久島山岳部利用対策協議会 屋久島離島開発総合セン 屋久島山岳部利用対策協

ター 議会

7.24（土） 青少年の野外教室モデル事業「宇宙と 縄文杉 鹿児島県教育委員会

世界自然遺産への夢＆チャレンジ」

7.24（土） 長渕剛震災遺児支援事業 白谷雲水峡 神戸市社会福祉協議会

7.26（月） オープンフィールド博物館連絡会 霧島屋久国立公園屋久島 滋賀県立大学

管理官事務所

8.31（火） 第１０回屋久島世界遺産地域連絡会議 鹿児島市 環境庁

9.28（火） 第３９回治山研究発表会 東京都 治山研究会・林野庁

～ 29（水）
10. 6（水） 仮設トイレの設置及び車両乗り入れ規 屋久町総合センター 屋久島山岳部利用対策協

制に関する作業部会（第１回） 議会

10.13（水） 屋久町小学５年生森林教室 ヤクスギランド 屋久町教育委員会

10.19（火） 岳南中１年生森林教室 屋久町内 岳南中

10.26（火） 屋久杉加工協同組合清掃登山 白谷雲水峡 屋久杉加工協同組合

10.27（水） 縄文杉樹勢回復経過調査 縄文杉 屋久島森林管理署

～ 29（金）
11.13（土） 上屋久町ふるさと森林教室 白谷雲水峡 上屋久町教育委員会

11.15（月） 世界遺産会議実行委員会 鹿児島市 鹿児島県

11.18（木） 縄文杉樹勢回復事業現地調査 縄文杉 屋久島森林管理署

～ 20（土）
12.15（水） 仮設トイレの設置及び車両乗り入れ規 屋久島離島開発総合セン 屋久島山岳部利用対策協

制に関する作業部会（第２回） ター 議会
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12.15（水） 森林の流域管理システム推進発表会 熊本市 九州森林管理局

～ 12.16（木）
12.17（金） 縄文杉樹勢回復事業等地元説明 屋久島森林管理署 屋久島森林管理署

2. 7（月） 仮設トイレの設置及び車両乗り入れ規 屋久町総合センター 屋久島山岳部利用対策協

制に関する作業部会（第２回） 議会

2. 8（火） 第２回屋久島環境学習ネットワーク会 屋久島環境文化村センタ 屋久島環境文化財団

議 ー

2.21（月） 第１１回屋久島世界遺産地域連絡会議 鹿児島市 環境庁

3.18（土） 縄文杉土壌改良作業 縄文杉 屋久島森林管理署

～ 3.19（日）


